
 レールプロジェクタの使い方（設定） 

 

◆ 位置合わせ  

投写したい位置を選択する （ １ → ２ → ３ ） 

 投写したい黒板の場所１，２，３のいずれかの位置にプロジェクタを移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 台形補正・キャリブレーション  

プロジェクタの位置に合わせて台形補正をする （リモコン操作） 

Num ボタン（青文字）を押しながら、位置の番号（１・２・３）を押す 

※自動位置合わせ画面が表示される 

リモコンの下矢印（  ボタン）ではいにカーソルを移動、ENTER ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電源 

位置の番号 

Num 

ENTER 

入力検出 

画面が表示されない場合 

入力検出ボタンを押して切り替える 

一時的に投影をやめる 

AV ミュートボタンで投影の ON/OFF を切り替える 

※ 授業の終わりには電源ボタンで電源を切り、オーバーヒートを予防しましょう 

投影画面の一部を拡大・縮小 

E ズームボタンで「＋」マークで位置を移動し、拡大・縮小が可能 

プロジェクタの音量を調整 

音量ボタンで調整が可能 

電子ペンの位置が合わな

いときもキャリブレーションで

対処できます 

エアフィルタのメンテナンス 

オーバーヒートしてしまった場合は、まずはフィルタを掃除しましょう。 

１．エアフィルタカバーを開け、フィルタを取り外します。 

２．表側（ツメのある面）を下にして、軽くたたいてほこりを落とします 

   掃除機があれば、ほこりを表側（ツメのある面）から吸い取ります 

※ 強くたたくとフィルタが割れてしまうことが 

      あります 

   ※ フィルタは水洗いできません 

３．フィルタを本体に取り付け、カバーを閉めます 

１   ２    ３ 

歪み防止のため、 

必ず移動棒をスライドバーに 

ひっかけて使用してください 

本体を手で押すのは禁止 

自動位置合わせ画面 



 レールプロジェクタの使い方（電子ペン） 

プロジェクタを起動後、電子ペンのペン先をスクリーンに押し当てるとツールバーが表示されます。 

 

◆ 電子黒板の使い方  

 

 ツールバーの詳細（画面下部） 

 

 

※ペンでマウス操作をする場合、HDMI 接続で画面投影している場合は、電子黒板用の USB ケーブルを 

PCに接続することが必要です。（iProjectionによる無線投影時は、USB不要でペンでマウス操作可です）） 

 

 電子ペンについて 

 ラベルの色が異なるペン（青とオレンジ）は２本同時に使用できます。 

 ペンスタンドに置くときは、誤作動を防ぐためペン先を下に向けて入れてください。 

  

 電池残量は、ペン側面のボタンを押して確認できます。 

・青色に点灯：電池残量は十分にあります 

・青色に点滅：電池残量が少なくなっています 

・点灯しない：電池を交換してください 

 

 

 ペン先は交換可能です。 

 ペン先が汚れたり傷ついたりした場合は、ペン先を交換してください。 

 右回りで外れます。無理やり引っ張らないでください。 

 ソフトペン先が使いづらい時はハードペン先と交換してお試しください。 

  

※ペン先はまとめて情報担当者へ渡してあります 

設定画面表示 

[ホーム]終了で解除 

ペンをマウスとして使用するとき 

（PC を接続しているときのみ表示されます） 

 

AV ミュート（画面非表示） 

ペンタッチで解除 

ペンの種類や図形を選択 ツールバーの 

最小化 

ズーム 色を選択  

ホワイトボード  

（テンプレートあり） 

消しゴム  

その他ツール 

ツールパネルを表示 

オブジェクトの選択   

タイマー 元に戻す  

音量 描画内容をすべて削除  


